
死
に
つ
つ
あ
る
「
自
主
自
律
」 

 

千
葉
中
高
は「
自
由
」
で
あ
る
と
い
う
。

本
日
１
日
目
を
迎
え
た
「
千
秋
祭
」
は
、

文
化
祭
実
行
委
員
と
い
う
生
徒
組
織

を
中
心
と
し
た
千
葉
高
生
の
知
恵
と

努
力
の
結
晶
で
あ
る
。
文
化
祭
の
自
主

性
は
、
本
校
の
誇
り
で
あ
り
、
こ
れ
を

支
え
る
文
化
祭
実
行
委
員
会
に
敬
意

と
感
謝
を
表
す
る
。 

残
念
な
こ
と
は
、
普
段
の
学
校
運
営

で
は
、
こ
の
よ
う
な
自
主
自
律
が
し
ば

し
ば
抑
圧
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。 

 「
生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
」 

と
い
う
詭
弁 

 

本
校
に
は
、
生
徒
の
意
見
を
集
約
し
、

代
表
す
る
機
関
が
な
い
。
こ
の
現
状
で

は
、
教
師
の
意
見
が
強
大
と
な
り
が
ち

で
あ
る
。 

教
師
へ
反
抗
せ
よ
と
主
張
す
る
の

で
は
な
い
。
た
だ
、
生
徒
の
学
校
社
会

へ
の
参
加
が
不
当
に
妨
げ
ら
れ
て
い

な
い
か
問
題
提
起
し
た
い
の
だ
。 

服
装
に
対
す
る
指
導
が
緩
い
な
ど

と
い
う
こ
と
で
、
本
校
は
内
外
に
名
が

高
い
。し
か
し
そ
れ
は
教
師
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
た
「
ま
や
か
し
の
自
由
」
で
あ
っ

て
、
真
の
自
由
の
姿
で
は
な
い
。
真
の
自

由
と
は
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

主
体
的
に
勝
ち
取
り
、意
識
的
に
守
る
も

の
だ 教

師
の「
生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
」

と
い
う
言
葉
は
、と
も
す
る
と
意
図
せ
ず

し
て
生
徒
を
懐
柔
す
る
策
と
な
り

か
ね
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
千
葉

中
高
の
自
主
自
律
へ
の
疑
義
が
生

じ
る
。 

 

会
長
会
制
と
《
生
徒
会
制
》 

 
現
状
の
問
題
点
と
解
決
策
を
考

え
て
み
よ
う
。 

一
番
の
問
題
は
、
閉
鎖
的
で
あ
る

こ
と
だ
。
会
長
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｈ
Ｒ
会
長
の
集
合
で
あ
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
の
活
動
は
、
集
ま
っ
た
会
長

の
内
か
ら
さ
ら
に
選
ば
れ
た
「
執
行

部
」
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
一
般
生

徒
の
意
識
と
の
隔
た
り
が
大
き
い
。

会
長
会
の
活
動
を
、
知
る
機
会
と
、

か
か
わ
る
機
会
と
が
極
め
て
少
な

く
、
ま
た
仮
に
も
本
校
の
代
表
の
選

出
か
ら
大
多
数
の
生
徒
が
締
め
出

さ
れ
る
現
状
は
、
決
し
て
好
ま
し
く

な
い
。《
生
徒
会
制
》
で
は
全
員
が

活
動
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

よ
り
活
発
な
批
判
や
活
動
が
期
待

で
き
る
。
投
票
の
有
無
は
、
さ
な
が

ら
生
徒
の
明
確
な
信

認
の
有
無
で
あ
る
か

ら
だ
。 

部
活
動
や
文
実
な

ど
生
徒
の
自
主
的
な

活
動
に
は
、
資
金
が

必
要
な
も
の
も
多
い
。

現
状
で
は
予
算
編
成

に
、
生
徒
は
全
く
関

わ
れ
な
い
た
め
、
委

縮
し
が
ち
な
生
徒
活

動
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
《
生
徒
会

制
》
に
お
け
る
予
算

権
と
は
、
部
活
動
や

文
化
祭
な
ど
の
生
徒

諸
活
動
の
費
用
の
分

配
で
あ
る
。
現
在
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
で
賄
っ
て
い
る
分
を
、生

徒
会
費
で
行
う
こ
と
で
、生
徒
活
動
の
活

性
化
を
図
る
。 

活
動
の
監
査
は
、ど
の
よ
う
な
組
織
に

お
い
て
も
、向
上
と
腐
敗
の
防
止
と
に
お

い
て
重
要
で
あ
る
。会
長
会
に
は
そ
の
よ

う
な
機
能
が
な
く
、か
つ
年
度
替
わ
り
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
断
絶
が
あ
り
、活
動
の
向

上
が
実
現
し
が
た
い
。独
立
し
た
監
査
機

関
が
必
要
で
あ
る
。 

千
葉
県
立
高
等
学
校
と
し
て
初
め
て

の
「
併
設
型
中
学
校
」
が
あ
る
本
校
。
授

業
や
部
活
動
で
は
少
し
ず
つ
連
携
が
進

ん
で
い
る
が
、
ま
だ
隔
た
り
は
大
き
い
。

生
徒
の
代
表
た
る
生
徒
会
が
連
合
す
れ

ば
、
二
者
の
連
携
は
格
段
に
進
み
、
中
高

一
貫
の
メ
リ
ッ
ト
も
増
え
る
だ
ろ
う
。 

 

生
徒
の
声 

 

「
会
長
会
は
学
校
社
会
に
必
要
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。一
番
わ
か
り
や
す

い
例
が
、登
校
時
に
通
学
路
で
行
う
呼
び

か
け
で
す
。
不
可
欠
な
活
動
で
す
か
ら
、

や
は
り
全
校
生
徒
の
参
加
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。」
現
在
、
会
長
会
議
長

の
Ａ
さ
ん
（
高
１
）
は
こ
う
語
る
。
Ａ
さ

ん
は
中
学
校
で
生
徒
会
長
を
務
め
た
経

験
が
あ
る
。
そ
の
経
験
か
ら
「
よ
り
多
く

の
人
が
参
加
す
れ
ば
、活
動
が
よ
り
認
知

さ
れ
、よ
り
自
主
的
で
活
発
な
活
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
と
言
う
。 

Ｓ
さ
ん
（
高
３
）
は
、
生
徒
の
自
主
的

な
活
動
を
こ
う
評
価
す
る
。「
会
長
会
は
、

朝
の
通
学
路
で
の
呼
び
掛
け
運
動
な
ど

学
校
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、会
長
会
は
一
般
の
生
徒
と
は
か

け
離
れ
て
い
ま
す
。投
票
で
選
出
す
る
こ

と
で
、学
校
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
仲

間
を
認
め
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。
」 

Ｉ
さ
ん
（
高
３
）
は
、「
生
徒
活
動
の

盛
ん
な
都
内
の
学
校
を
見
る
と
、と
て
も

楽
し
そ
う
で
す
。千
葉
高
生
が
本
当
に
自

主
自
律
的
に
動
け
ば
、
千
葉
高
は
、
よ
り

楽
し
い
学
校
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の

一
歩
と
し
て
、生
徒
の
自
由
を
追
求
す
る

強
い
組
織
、生
徒
会
を
作
る
と
い
い
と
思

い
ま
す
。」 

 会長会制 《生徒会制》 

投票 無（各 HR選出） 有（全校投票） 

予算権 無（会費無） 有（会費有） 

活動の監査 無 有（監査院） 

中高の連携 無 有（統合） 

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二
日
発
行 

葛
城
學
思 

創
刊
号 

千
葉
中
高
生
徒
有
志
会
報 



《生徒会制》 

投票管理院 監査院 

生徒代表院 

会計監査部 

報道部 

通報部 

会計部 

広報部 

文
化
祭 

実
行
委
員
会 

体
育
大
会 

実
行
委
員
会 

部
活
動 

評
議
委
員
会 

一般生徒 

予算 

９月選挙 

４
月
選
挙 

５
月
選
挙 

会長会制 

（現行） 

一般生徒 

体育大会 

実行委員会 

会長会 

投票管理 

委員会 

文化祭 

実行委員会 

Ｗ
さ
ん
（
高
１
）
は
、「
学
校
社
会
の

形
成
に
は
、全
員
の
生
徒
が
参
加
し
な
け

れ
ば
お
か
し
い
で
す
。
」
と
主
張
す
る
。

「
同
じ
学
び
舎
で
生
活
す
る
以
上
、み
ん

な
助
け
ら
れ
た
り
助
け
た
り
す
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
つ
な
が
り
を
拡

げ
た
も
の
が
社
会
で
す
か
ら
、学
校
社
会

を
運
営
に
は
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
た
組
織

が
必
要
で
す
。
千
葉
高
の
現
状
は
、
多
く

の
人
が
そ
の
組
織
に
関
わ
り
を
持
て
な

い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。千
葉
高
は
４

０
分
の
１
の
生
徒
だ
け
が
運
営
し
て
い

る
の
で
す
。」 

前
会
長
会
副
議
長
で
、
会
長
会
三
学

年
代
表
の
Ｈ
さ
ん
（
高
３
）
は
、
「
本
校

の
生
徒
会
が
投
票
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ

て
か
ら
半
世
紀
近
く
に
な
り
ま
す
。以
来

い
く
た
び
か
再
興
の
兆
し
が
あ
り
ま
し

た
が
、校
内
の
機
運
が
今
ひ
と
つ
上
が
ら

ず
、
こ
と
ご
と
く
頓
挫
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
の
社
会
は
、
生
徒
会
廃
止
当
時
と

は
全
く
異
な
り
ま
す
。
当
時
の
生
徒
は
、

自
由
を
追
い
求
め
て
生
徒
会
を
廃
止
し

ま
し
た
が
、生
徒
会
が
な
い
こ
と
が
い
つ

し
か
自
由
を
限
ら
れ
た
も
の
に
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。本
校
の
自
由
へ
の
追
求

は
今
昔
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。自
由
を
求

め
て
生
徒
会
を
復
活
さ
せ
る
の
は
今
で

し
ょ
う
。
」
と
話
す
。 

 

千
葉
中
高
の
改
革
試
案 

 

現
行
の
会
長
会
制
は
、各
Ｈ
Ｒ
で
の
選

出
の
み
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。会
長
会
制

は
、多
く
の
生
徒
が
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に

な
る
と
い
う
点
で
は
優
れ
て
い
る
が
、各

組
織
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
が
ち

だ
。
そ
の
弊
害
が
、
閉
鎖
的
な
会

長
会
で
あ
る
。 

会
長
会
の
欠
点
で
あ
る
「
監
査
」

の
要
素
を
補
い
つ
つ
、
よ
り
開
か

れ
た
組
織
と
す
る
に
は
、
生
徒
代

表
院
（
い
わ
ゆ
る
生
徒
会
）
、
監

査
院
、
投
票
管
理
院
に
分
権
化
し
、

３
院
の
長
・
副
長
の
組
を
全
校
生

徒
に
よ
る
投
票
に
よ
っ
て
選
出

す
る
生
徒
会
制
が
望
ま
し
い
。
２

人
組
を
選
出
す
る
方
式
は
、
立
候

補
者
の
公
約
の
質
と
、
実
現
の
可

能
性
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き
、

同
様
の
方
式
が
麻
布
高
校
で
採
用

さ
れ
て
い
る
。 

文
実
・
体
実
は
、
予
算
の
配
分
や
一
般

生
徒
の
監
視
と
い
う
観
点
か
ら
、
代
表
院

に
属
す
る
こ
と
に
な
る
が
、従
来
の
独
自

性
は
守
り
、
質
の
高
さ
を
維
持
す
る
。 

監
査
院
は
、
校
内
紙
を
発
行
す

る
報
道
部
と
、
生
徒
活
動
の
運

営
に
対
す
る
意
見
や
疑
問
を
集

約
す
る
通
報
部
を
設
け
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
他
の
２
院
の
質

の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。 

各
院
長
選
挙
の
時
期
は
、
４

月
に
投
票
院
、
６
月
に
監
査
院
、

９
月
に
代
表
院
と
す
る
。
時
機
を

ず
ら
す
こ
と
で
、
監
査
の
行
き
届

き
と
、
３
院
が
同
時
に
機
能
停
止

の
防
止
を
図
る
。 

投
票
院
選
挙
は
代
表
院
が
行
う
。 

 

《
生
徒
会
制
》
へ
の
プ
ロ
セ
ス 

 

《
生
徒
会
制
》
へ
の
移
行
は
、
投
票
管

理
委
員
会
規
程
第
７
条
に
よ
り「
生
徒
の

総
意
の
決
定
」
が
必
要
な
の
で
、
同
規
定

に
基
づ
く
「
全
校
投
票
」
が
行
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
生
徒
団
体
」
が
高
校
生
徒

の
５
分
の
１
以
上
の
署
名
を
集
め
、二
者

択
一
の
投
票
を
行
い
、そ
の
有
効
投
票
数

の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
を
取
る
。 

「
生
徒
団
体
」
と
は
、
委
員
会
や
部
活

動
の
こ
と
で
、
有
志
会
は
該
当
し
な
い
。

代
わ
り
に
有
志
会
協
賛
団
体
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
研
究
部
を
中
心
と
し
て
、
署
名

活
動
を
展
開
す
る
予
定
だ
。 

全
校
投
票
で
可
決
さ
れ
た
ら
、
今
年

度
中
に
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
来

年
度
か
ら
の
実
施
を
目
指
す
。 

葛
城
學
思
は
、《
生
徒
会
制
》
を
目
標

と
す
る
「
千
葉
中
高 

生
徒
有
志
会
」
の

会
報
で
す
。
本
紙
へ
の
ご
意
見
・
お
問

い
合
わ
せ
は
、
主
筆
・
有
志
会
幹
事
長 

Ｈ
（
高
３
）、
副
幹
事
長
Ｉ
（
高
３
）、

学
年
広
報
係
Ｋ
（
高
１
）
、
ま
た
は 

ch
ib

a
jsh

s@
g
m

a
il.co

m

へ
お
寄
せ

下
さ
い
。 

有
志
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

賛
助
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
右
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

本
資
料
は
、
校
内
で
配
布
し
た
会
報
か

ら
、
名
前
な
ど
を
削
除
し
た
も
の
で
す
。 


